
特定非営利活動法人 空き缶基金 

平成 19 年 事業報告書 
<平成 19 年 7 月 17 日～平成 19年 12 月 31 日> 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ～理事長コメント～ 

 

関係者の皆様のおかげで缶収集の成果

はでています。昨年の7月からの活動として

は飛躍的な進行と存じます。 

北九州市の環境局、教育委員会と環境学

習、啓蒙へお手伝いをさせていただいてい

ます。今年も昨年に倍する活動を行います。 

皆様のご協力をお願い申し上げます。                  

 

 

    ■ 平成 19 年の活動概要 

       １．空き缶の募缶活動 

       ２．資源リサイクルに関する提供活動 

        （１）環境学習用教材(冊子)の提供 

        （２）空き缶集積用ボックスの提供 

       ３．資源リサイクルに関する広報及び啓発活動 

 （１）機関紙『空き缶通信』の発行 

       （２）講演活動 

        （３）環境イベント参加による広報・啓発活動 

       （４）こども劇団チケットの提供 
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特定非営利活動法人 空き缶基金 

 １．空き缶の募缶活動  

     趣旨に賛同いただいている団体は、12 月末時点にて 203 団体。うち、募缶提供は 83団体。 

     ＮＰＯ法人設立後の空き缶回収量 83,086kg、うち基金へ積み立てられる対象となった空き缶の重量

は、36,068kg。 

 

 ２．資源リサイクルに関する提供活動 

    （１）環境学習用教材(冊子)の購入・提供（500 冊） 

        資源の大切さを学んでいただくために、書籍配布による啓蒙活動を行ないました。鉄と人との関

わりや体の中の鉄の役割が紹介されており、鉄不足が招く運動や学習能力の低下など、成長期

である小学校の生徒さんには特に重要なことが書かれています。団体回収しているスチール缶

から、鉄資源に対する理解が深まることを目的に選定しました。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）空き缶集積用ボックスの提供 

        空き缶回収の実施しやすい環境を提供する手段として、ボックスの提供を行ないました。 

小学校などに空き缶集積用ボックスを置き、回収を手助けしてあげることで、環境委員会を中心

とした自主的な児童活動に発展しています。法人設立後、資源リサイクルに取組む学校、地域団

体へ 14 個設置。（下記のとおり） 

 

・8/31  昴学園総合専門学校（2個）   ・9/11 永犬丸西まちづくり協議会（1個） 

・9/13  松ヶ枝幼稚園（1個）        ・9/18 永犬丸まちづくり協議会（1 個） 

・10/17 北九州市立中原小学校（1 個）  ・10/18 北九州市立八幡小学校（1 個） 

・10/19 北九州市立中井小学校（1 個）  ・11/7 八枝まちづくり協議会（1 個）   

・11/13 葛原第一長寿会（5 個） 

 

       （設置例；中原小学校）           （設置例；八幡小学校） 

         
       

 

３．資源リサイクルに関する広報および啓発活動      

（１）機関紙『空き缶通信』の発行（毎月 250 部） 

        本活動に賛同いただいている団体に対し、団体同士の情報交流を目的とした『空き缶通信』を発

行しました。毎月１回発行し、行政・地域まちづくり協議会・市内小学校などに配布し、空き缶回収

の取組みなどの近況情報や登録団体さんの活動情報などを掲載しています。 

情報・広報担当者が団体先へ取材を行ない、作成・発行をしています。また、法人会員様のホー

ムページを利用し、インターネット上でも情報を発信しています。 

 

  



特定非営利活動法人 空き缶基金 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

   （２）講演活動 

        出前講演（リサイクルに関する授業）や一般講演を活動計画に盛り込んでいます。 

      平成 19 年は、10 月 26 日、北九州市市民サポートセンターで行なわれた NPO 活動発表会にて講

演を行いました。 

発表内容は、当法人発足に至る経緯や、空き缶回収を通じて小学生と年長者との交流が生まれ

たという小学生の作文発表を中心に報告。また、空き缶回収活動を行なう市内の小学校が文部科

学大臣奨励賞を受賞した事を紹介。 

            
 

   （３）環境イベント参加による広報活動 

        チラシやリサイクルフローのパネル展示、再資源化された製品の展示による環境啓発活動を 6

イベントで行ないました。また、こどもさんには、楽しみながら資源リサイクルについて触れていた

だくため、様々な催し（缶を使ったゲーム、クイズラリーなど）を盛り込んだ出展を行いました。 

【参加イベント】 

          ■ 平成 19 年 8月 4～5 日   わっしょい百万祭り in 北九州市役所広場 

            ※ 空き缶入れを設置し、一般の方々の募缶による空き缶基金への協力を募った。 

           
     

   

 

空き缶通信 例 



特定非営利活動法人 空き缶基金 

■ 平成 19 年 8月 4～13 日   地球にやさしい北九州ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ in 海峡ﾄﾞﾗﾏｼｯﾌﾟ 

              
     

■ 平成 19 年 9月 24 日      西港エコフェスタ in 西港自動車学校        

■ 平成 19 年 10 月 17～19 日  エコテクノ 2007 in 西日本総合展示場 

         
 

           ■ 平成 19 年 10 月 20～21 日  エコライフステージ 2007 in 北九州市役所広場 
※ エコステージ報告特集(毎日新聞 2007 年 12 月発行)にて当法人が掲載されました。 

 

           ■ 平成 19 年 11 月 2～4 日    起業祭 2007 in 大谷体育館前広場 

              
              （ぬり絵の展示風景）            （スチール缶を使ったゲーム） 

              
            （スチール缶ドラム演奏）              （親子で塗り絵作業） 

 

（４）こども劇団チケットの提供 

        ＮＰＯ法人空き缶基金の活動を幅広く知っていただくために、会員数 35 名のこども劇団へチケ  

   ット 20枚購入という形で協賛しました。ここで得たチケットを、比較的、児童の出入りが多い市民セ 

ンターへ空き缶通信と同封して提供しました。 


